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北海道大学附属図書館調
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ある書込みのこと

教育学部教授狩西 陽
ー

それは昭和20年代の半ばの初夏だったと思う。そのころ図書館は農学部の北東にあり，

白至と煉瓦の小さい建物が軒を重ねて連なり，屋根は傷象壁は落剥しかけていた。法文学部ガ

誕生して数年を経ていたが，蔵書はとぼしく，求める書物に出会うのは稀であった。この図書

館で，私は，あらかじめ読む気はないが，そこにはある書物を片端から読む習‘慣を始めた。そ

れは，どこか当時の不足な食料に処する世の人の態度に似ていた。

その一冊は，白いマスクをした血色すぐ･れぬ職員の積上げてくれた書籍の間にあった。背

は槌せ不揃いな小口が塵焼けた本は「超人の福音，ニイチェ」とあり，リシタンベルジェ著の

英訳1910年刊本だった。ニイチェの著作でえていた私の理解とは異なるニイチェ像が描かれ，

世俗的にみえた。随所に，多くは英文で赤の書込玖があり．この本の読象手はニイチェに初,L

で、beer-swillingに強飲と註記するのを承ると下戸の人らしい。だが読むにつれ，この読み手

が尋常でない感受性をもち，ニイチェと鋭く対決するだけでなく，自らを強靭に貫いているの

がわかった。ニイチェの資性と力能を賛美する本文に英文で播記していう「欠くるは，ただ信

仰のみ，そはいかに大なる欠如ぞや」と。暫くして表を翻し，見返しにKanzoUchimura,

Feb.12,1917,Tokioとまるやかな字体で記されているのを見出した。この書は，ニイチェと

内村さんの精神の格闘の戦場だった。キリスト教の聖職者が弱者の擁護のため弱者の武器たる

虚偽と欺臓を手管とし怨‘限を操ったという本文にたいし，歴史の大曲解と記し，否1全てキ

リスト教の誤解だ，狂的だと激しい反溌の書込みの続くなかで，ひとつ，ニイチェの言葉が朱

線で囲まれてあった。「私は本能から周閉の人間や集団が領廃し,周囲の学説や信念が死せる際

理にすぎないとわかる。私が生命の原理を体現し，私と対立するものが死の原理を現わすのガ

真実とすれば，勝利は疑いなく私のものだ。逆ならば，倒れるのは，まさに私だ。私が望むの

は，唯一つ,thetriumpfoflifeである。かくて私は勝利も敗北も享受しうる。このほかはと

るに足らない」この余白に内村さんは「誠に」と大きく朱書し,triumpfoflifeに，太い朱総

を引いた。末尾に1917年2月16H読了，いたく興味深し，だがニイチェに圧倒されはせぬと

記してある。内村文庫に蔵するニイチェ本は4冊，ともに熟読の跡がある。

私は一気に本書を読んだ。ニイチェと内村さんの由縁からではない。まぎれもない人間征

接触のさ中に没入して穏密な時が過ぎた。今，稿のため書は机上にある。脳裡の書より，書ば

古び書込みも槌めたが，書庫の一隅で，永く感動を誘い続けるだろう。
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◆会と議

．第116回図書館委員会

くと:き昭和59年5月28日（月）＞

＜ところ百年記念会館大会議室＞:

議 題

1．昭和58年度決算について

2．昭和59年度予算(案)について

3．昭和59年度図書資料(大型コレクション）の収書計画について

4．学内共同利用逐次刊行物叢書類について

5．増築に伴う配架計画について

第 1 1 7 回図書館委員会

くとき昭和59年6月25日（月）＞

＜ところ百年記念会館大会議室＞

議題

1．昭和59年度予算(案)について

第79回教養 分 館 委 負 会

くとき昭和59年7月6日（金）＞

＜ところ教養分館会議室＞

議題

1．北海道大学附属図書館教養分館利用内規第11条第5項について

2．昭和58年度図書費決算について

3.昭和59年度図書費予算(案)について

4．昭和59年度教官指定図書の選定について

5．その他

第80回教養分館委貝会

くとき昭和59年8月8日（水）＞

＜ところ教養分館会議室＞

議題

1．昭和59年度“参考図書”及び‘‘視聴覚資料”の選定について

2．その他

全学図書(担当)掛長会議

くとき昭和59年6月22日（金）＞

＜ と こ ろ 教 養 分館視聴覚室＞

議題

1．会計検査院実地検査について

2．図書業務電算化の体制について

3．「愉蔭」編集委員について

第31回国立大学図書館協議会総会

本年度の国立大学図書館協議会総会は，中国四国地区が担当し，松山市（

いて’6月14．15の両日にわたって行なわれた。参加者等は96大学216名で

専門員,大学図書館係長の3名が列席された。

議事等は次のとおりである。

○協議事項
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四国地区が担当し，松山市(当番館愛媛大学附属図書館)にお

参加者等は96大学216名で,文部省からは情報図書館課長，
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①理事監事選出,②調査研究班について,③大学図苔館国際連絡委員．国公私立大学図書館協力委員選出，

④その他

○ 研 究 集 会 .‘

テーマ：文献情報センターの設置に伴う各大学図書館の今後の業務のあり方について

東大文献情報センター・阪大図書館・九州芸工大凶苔館から発表

○分科会

第1分科会(運営・サービス）

①文献'情報センター設置に伴う地域ネットワークの形成，②学術情報センターの早期実現，③図書館サー

ビスにおける相互協力体制の制度化，④学術雑誌の保存対策及び利用の共同化，その他

第2分科会(予算・人事）

①電算化推進・運用のための要員の研修，②学術情報資源の確保充実，③自然系外国雑誌購入費の削減回

復，④定年制の施行に伴う欠員不補充措置の緩和，その他

○全体会議

各分科会のとりまとめ

第16回北海道地区国立大学図書館協蟻会総会

くとき昭和59年4ﾉJ19日＞

＜ところ北見 工業大学＞

＜協議事項＞

1．電算化推進・運用のための要員確保について

2．学術情報システムに対する学内の対応策について

3．第31回国立大学図書館協議会関係について

4．その他

また，当日あわせて地区国立大学附属図書館事務(部・課)長会議及び地区国立大学図書館情報処理ネット

ワーク協議会が開催され，それぞれ当面の問題について協議した。

なお，次期当番館は旭川医科大学に，理事館は北海道大学及び旭川医科大学に決定した。

第34回北海道地区大学図書館協議会総会

本年度の地区大学図書館;協議会総会は，旭川医科大学の当番により，8月21日（火）旭川ターミナルホテ

ルを会場に開催された。22大学43名が出席し，’慣例により当番館旭川医科大学星野館長を議長に選出し議事

が行われた。

協議事項等は次のとおりである。

報告事項

1．幹事館会議報告

2．協議会運営資金昭和58年度決算報告及び同監査報告

3．第27回北海道地区大学図書館協議会職員研究集会報告

4．各館界の動向（国・公・私立大学）

協議事項

1．本協議会の今後のあり方について

2．北海道地区大学図書館職員研究集会要項(案)および同研究集会への加盟館以外の職員の参加に関する申合

せ(案)について

3．総会および研究集会経費の増額等について

4．昭和59年度協議会予算(案)について

5．第35回北海道地区大学図書館協議会総会および第28回北海道地区大学図書館職員研究集会の当番館につ

い て

総会は藤女子大学に，研究集会は北海学園大学に決定した。
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学内だより

檎蔭

医療技術短期大学部図書室一

医療技術短期大学部は，医療技術に関する高度の理論と技能を教授研究するとともに，豊

かな教養と人格を備えた医療技術者を養成することを目的として，昭和55年10月に看護学科

の設置をもって発足しました。その後，昭和56年4月に理学療法学科と作業療法学科が，昭和

57年4月に衛生技術学科が，昭和59年4月に診療放射線学科がそれぞれ増設され，現在5学

科をもって構成されています。

図書室は発足より1年半遅れ，昭和57年4月に開室(56年度には，若干の貸出業務は行わ

れていた｡）されました。総面積169m*のワンルームを，書庫スペース84m*閲覧スペース

72m*(閲覧座席数38席),事務・整理スペース13m*と,3用に使った開架方式です。書庫ス

ペースの収容可能冊数は1万4千～1万5千冊。毎年，夏期休業を利用し，増設された各学科

の母体である医学部附属専修学校より，専門図書の管理換を行い，、現在の蔵書冊数は1万4千

冊（物品番号を取得していない教科書，資料等を含む)。開室3年目にして早や収容可能スペー

スは少なくなってまいりました。とはいっても，管理換によって増加した専門図書の中には，

日進月歩に進歩してゆく医療技術に対応不適当な古い出版物も沢山あり，今後は新旧版を入れ

変える等工夫を加え,小さくとも利用しやすい充実した図書室にして行きたいと考えています。

本学の教育課程は，医療技術者の養成という使命をもったものでありますので，講義，演

習，実験および実習等過密になる面があり，学生が図書室を利用して勉強する時間が物理的に

少なく，1日平均60～70名の入室者は，ほとんどが貸出か返却のために入室してくる者で占め

られています。それでも試験期には38の閲覧席が，いつも満席の盛況です。又2学年,3学年

になりますと，病院等で直接行う臨床実習が課され、午前8時30分～午後5時30分くらいま

での実習日が週のうち3～4日あります。図書室の開室時間は平常午前9時～午後5時までで

すが，このような一部過密時間割や臨床実習を考慮して，図書室を利用する学生のために，週

2回，月曜日と木曜日は午後6時まで開室を延長しています。これはこの図書室の特色の一つ

だといえるでしょう。

もう一つ特色があります。それは先に書きましたように，本学の目的である豊かな教養と

人格を有し，医の倫理をわきまえた資質のたかい人材を育成するための一般教養書と，高度な

専門知識と技術を修得するための基礎医学書とともに各学科の専門領域についての知識・技術

書と，両面の要求を満たさなければならない点です。たとえば教養分館と医学部図書館を一つ

にしたような，すべての分野の資料の必要性です。規模は及びもしませんが，書架には分類番

号0～9まで，あらゆる分野の図書が収録されています。もちろん専門図書室としての役割の

方がより要求度は高く特にリハビリテーション関係の新しい医療技術は知識・技術ﾐ雪の資料も

少なく，これからも収集に務めなければと考えています。

近年，医療技術者を養成する大学は,全国的にかなりの数にのぼっていますが，北海道で

は本学が一番最初の大学であり，北海道のセンター的期待も含めて，又専門図書室としての使

命を蹄まえ，よりいっそう頑張らなければいけないと思ってます。

（ 医療 技術 短大 図書 室金 子和 恵）
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（ゴールドスミスークレス文庫経済学文献集）

マイクロフィルム経済学部所蔵

経済学部では昭和55，58の両年度にわたり表記のマイクロフィルム・コレクションの一部

を購入した。このコレクションは世界的に著名な，ロンドン大学のゴールドスミス文庫とハー

ヴァード大学のクレス文庫の，15世紀から1850年までの図書，パンフレット類をマイクロフ

ィルム化したもので，その作業は現在も進行中である。これまでに約6万点以上がフィルム化

されたと言われている。本学部に収納されたのは，そのうちの図書の分10,921点で，出版年代

の範囲は1801年から1835年の一部におよんでいる。

両文庫は、もともとイギリスの経済学者,H.S・フォックスウェル(1849-1936)の蒐集した

文献を核につくられたもので，クレス文庫では現在もなお精力的な蒐集活動が続けられてい

る。フォックスウェルはケンブリッジ大学とロンドン大学での教育と，王立経済学協会や同統

計学協会の仕事を通じてイギリス経済学の発展につくしたが，特筆すべき貢献は，やはり，そ

の数十年にわたる社会科学文献の蒐集にあったと言える。以下，かれの蒐集目的によってかた

ちづくられた両文庫の一般的特徴を紹介する。

J.M・ケインズによるとフォックスウェルの蒐集病は，かれと親しかったw.s.ジェヴォ

ンズから感染したものだという。無名の経済学書やパンフレットへの側くばりは，ジェヴォン

ズの意図したところであったが，これはフォックスウェルにもひきつがれている。フォックス

ウェルの当初の蒐書目的は『国富論』の資料の入手にあったという。このような，社会科学の

父,A.スミスとのかかわりかたからも知られるように，その蒐書領域は，狭義の経済学に限ら

れることなく，政治学,歴史,社会学をはじめとして,奴隷制,交通,,都市ギルド,社史関係など，

広範囲におよんでいる㈲もちろんイギリスの経済思想にかんする蒐書は完壁であり，フランス

についても，市民革命期までのそれはきわめて充実している、イタリア，スペイン，ドイツ，

オランダなどの文献にもすぐ･れた蒐集がみられる、これらのなかには,A・スミスをはじめ,A.

ヤング,D.リカードなどの手沢本，さらにJ.ロックゥJ・ベンタム,D.ヒューム,R.オウエ

ン,R・ビール,w・ワーズワース,K・マルクスなどの所蔵本もふくまれている。

フォックスウェルにはリカード派社会主義にかんする有名な論文があるが，初期社会主義

や労働組合運動の文献もまた偏見なく集められているのも大きな特徴である。さらに，往時ほ

とんど重視されず泡沫的とみなされていた多くの著作が丹念に集められていることも特記に値

する。これらの多くはパンフレットの形態をとっており，今日，希瀬資料として大きな価値を

もつに至っている。なお，希談文献の宝庫とも言えるパンフレット類の集成分は，昨年から刊

行が開始された。

本経済学文献集の1800年までの図書の分は，北海道地区では北海学園大学が所蔵してい

るdしたがって，本学部未所蔵の1835年以降の図書の分と，上記パンフレット類のコレクショ

ンの新たな入手は，多くの関係者の熱望するところであろう。

（経済学部教授佐藤茂行）

～〆
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（ロシア帝国劇場年鑑）附属図書館所蔵

この（ロシア)帝国諸劇場年鑑は，1892年から1920年までペテルプルク（ペトログラード

で刊行されたものである。1908年までは年一回刊，1909年から1916年までは年3回ないし8

回刊，一時中断後1920年一回刊の本巻18,及び補巻合わせて41冊からなるオリジナル版て

ある。

19世紀末から20世紀初頭にかけてのロシアでは，象徴派をはじめとするいわゆるモダニ

ズム文学が流行したが，それは演劇界にも及び，チエーホフ劇の出現以外にも様々な実験が行

なわれた。しかし，ロシア演劇は，19世紀初頭以来，文学と密接な関係を保ちながら帝国劇場

の存在によって発展を見てきたのである。従って，世紀末からの新しい演劇活動は，1898年負l

立のモスクワ芸術座にしても，伝統的なロシア演劇の発展に支えられていたし，又，当時は伝

統的演劇と新しい試みとが相互に影響し合っていた時期でもあった。事実，ロシア・バレエ目

を組織して西ヨーロッパの演劇・音楽界に大きな影響を与えたS.P.デャーギレフも，一時鄭

本年鑑の編集者をしていたのである。ところが，従来は世紀末～20世紀初頭の伝統的演劇活重

に関する資料がまことに少なかった。

本年鑑は当時の演目，俳優の役柄，演出術の承ならず,F.D.バーチュシコフ,p.P・バー

チュシコフ,p.P・グネージチ,v.V・スターソフ.,A､N・ヴェヌア,L.C・バクストといった

批評史上に残る研究者や演劇人，画家，音楽家たちの，綜合芸術としての演劇，バレエに関す

る論文，概説，エッセイや，演劇，音楽関係者の伝記，回想録（一例をあげれば，「農奴俳優た

ち」1911,「帝室ペテルブルク演劇学校における25年間の演劇講座」1914-15)，さらには当時

の舞台装置や衣裳等の図版，挿絵を豊富に収録している基本的,かつ重要な資料であって，今

後の研究に大いに役立つものと期待される。

（文学部助教授灰谷慶三）

◆電算化準備ニュース

図書業務電算化委員会の設置について

全国的規模で推進する学術情報システム構想における本学の対応は，すでに昭和53年4月

北海道大学学術情報調査研究会の発足により開始された。昭和55年3月ヅ調査研究会から学長

に対する答申「学術情報体制に関する基本的方策について」のなかで，本学図書館の位置づけ

と図書館’情報処理の早急な対応の必要性についてふれ，以来，本学における学術情報システム

の具体化について各分野から検討がすすめられてきた。とくに，「図書情報の収集，蓄積，管

理，検索，利用システムの構築について」（北海道大学学術‘情報システム準備検討委員会一図書

‘情報専門委員会中間報告，及び「……具体化について」の答申）は，本学における図書館の今

後のあり方を示す重要な提言である｡

これらの検討とあわせ，全学の図書系職員による図書業務電算化の準備は，図書業務機械

化ワーキング・グループによる業務分析を基礎に,w召和58年12月，全学図書(担当)掛長会議

において「北海道大学図書業務電算化基本計画」の策定を承るに至った。この「基本計画」は，

文献情報センターシステムを指向しつつ，図書業務の全般について全学的なシステム化を目標

（705）
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とするものである。 学内各部局U)鳩力にエって本学図書館の電算化を昭和60年1 Jjを目途と

して準備する C「う下五し［要項」によりその｛半制をとリ図書業務電算化委員会， ンステム開発準

備蔀会をそれぞれ発足させた。

北海道大学における図書業務電算化の体制に関する要項

（昭和59年6月25日制定）

（設 置）

1 北海道大学における図書業務の電算化左円滑に進めるため， 図書業務電算化委員会（以下

「電算化委員会」といりJを厖ぎ， 電篤化委員会にその業務を分担させるため次の部会を

置く。

(1) 、ンステム開発準備部会（以下「準備部会」という。）

(2) 、ンステム設訂実覧部会（以下「実施部会」という。）

（組 織）

2 (1) 'cじ算化委員会は全学の図書系掛長以上の職にある者及びその他の者を以て組級し， 館

長が委嘱する。

(2) 準備部会ぱ全学の図書系職員のなかから誼長が委嘱する者を以て組織し， 予算班， 図

贔班， 雑誌班， 閲覧虹を置く。

(3) 実施部会は全学の凶書系職員のなかから館長が委嘱する者を以て組械する。

（委員会等の仕務）

3 各委員会等の任務はそれぞれ次のとおりとする。

(1) 電算化委員会

図書隠務霞算化に係る基本方針の検詞及び�{、し定， 部局間の連格調整に当る。

(2)準備部会

電算化委員会の意を受け，‘ンステムの基本悶計及び役種選定のための予備作業に当る。

(3)宝施 部会

ンステム設 �t及び稼動に至る主での諸準備に当る。

直任 者）

4 電算化委員f:Iよ附属図書館＇ド務部長が責任者となって：況を迎常し， 整刑課長及び閲覧［北長

がこれを袖佐する。 準備部会笈び実施郡会の責任者は閲覧課長とし， 間覧課長柿佐及び図書

館専門員がこれを補佐する。

（情 務）
5 この要項に定めるエ員会等の北営に関する事務は， 防属図書俯閲覧評手術情報担がこれに

叫

図鸞業務桟械化ワ ー キンクグル ー プは解散するn

図書業務電算化委員会の構成

整理課課長袖佐 、遠藤 雄作

松川 衛 閲覧課 II 平田 忠夫

理課長 佐藤 繁好 図書館専門員 杉尾 勝茂

覧課長 石川 雅夫 庶務 掛 長 成田 稔

(706)
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会計� 掛 長

受入 "

整理 ！／

雑 誌 II

教養分館整理If

閲覧担長

参考調査; II 

学術情報II

教誇分館閲覧II

文学部図書掛長

教育学部 ”

経済学部 ”

理学 部 ”

医学部図書整理掛長
” 図書閲覧 II

歯学部図書掛長

薬学部 ”

嶋綺 功

佐藤 透

山本 幾夫

県田 泰行

庄司 重陽

宇野 弘純

山口 園雄

高砂 度

星賀 隆

旧中 一 郎

清水 明

綸木 安雄

船木 敏美

坪田 充弘

籐島 隆

堅田 政孝

桜庭 恒弥

楡

工学部図書整理掛長 造 昭二

” 図書閲覧 // 和田 章愈

農学部図書掛長 関根 正宏

農場会計掛長 象令才;: -:lt::cた

憤習林 ” 鈴木 進

獣医学部図書掛長 岡ホ 憲吉

水産学部図書担長 蔀木 修

環境科学研究科 山田 勉

低湿研図書掛長 矢野 誡

応 電 研 吉田由貴子

触 媒 研 村木あさ子

免疫研会計掛長 渡辺 昭

大型計算機センタ ー " 竹内 淳二

医療技術短大 金子 和恵

スラブ研究七ンター 秋月 孝子

計39名

◎責任者 0補佐役

システム開発準備部会の構成

附屈図書館 附屈図書

◎閲覧諜長 石川 雅）ミ 乙 !/'ft Fiふ甘I:!'史 黒田 泰冒

0閲覧閥課長浦佐 平田 忠夫 ” 雑誌掛 富田 健市

O図書棺専門員 杉尾 膀茂 農学部図書担 紙屋 団男

＜予算虹＞ 工学部図書整四川 松野とも子

附限図鸞館 疾学部 ” 東 直度

△ 会計掛長 絹崎 功 ＜閲覧班＞
” 受入掛 小笠原敏明 附属図嘉館

工学部図書整罪掛 羽） fl 明 △ 閲覧掛長 芍ご閉f 祝、純

刑学部図書糾 福密田 勉 ” 閲 覧掛 清水 弘

文学部 ” 山田 澄雄 ” 閲 覧掛

＜図書班＞ ” 教猜分館閲覧担

附屈図書館 工学部図書閲覧掛長 和田

△ 受入掛長 佐藤 透 託済学部図書担 岡田
” 整理掛 岩本 攻 く事務局＞
” 参考調査掛 小西 和信 附属図書館
” 教義分棺整理柑 加徳 健ぞ� 学術情報掛長 高砂

低温研図書掛長 矢野 誡 ” 埒芹潅何I青李札杜I、

工学部電気図書室 山田 紀子

＜雑誌紐＞ ◎責任者 O補佐役

(707) 
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電算化準備記録 昭和53年～59年8族

年月日 事 装 年月に 事 項

－一

！

ー_二
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◆研修

第27回北海道地区大学図書館職員研究集会
〆 、

＜とき昭和59年8月3日（金）＞

＜ところ北海道大学法文系共同講義棟番教室＞

本年度の研究集会は，当地区21大学121名が参加して次のように行われた。

｢研究発表」

司会北海道大学星賀隆

〃北海道工業大学五十嵐武義

症候群(Syndrome)を調べる

札幌医科大学福井堅一

〃 野口辿子

図書館とデータベース

北海 道 大 学 高 砂 慶

欧米の図書館利用者教育の動向

北海道教育大学佐藤貞司］

（709）

年月日 事 喉 年月E 事 項

58．9．5

～14

58．9．28

58．10.19

58．11．7

58．11．9

～18

58.11.25

58.12．7

59．1．20

59．1．24

59．2．14

～15

59．3．1

59．3．10

59．3．14

59．3．14

59．4

昭和58年度北海道地区国立学校事務電鴬

化担当職員研修，1名参力「

昭和58年北海道大学図書館職員講習会

(41名）

第12回ワーキンググループ委員会（コン

ピューターの導入にあたって,日本電気

全学図書（担当）掛長連絡会議，「北海正

大学図書業務電算化基本計画（案)」提汀

昭和58年度国立学校事務電算化基幹要債

研修会A1名参加

第3回開発専門委員会

全学図書（担当)掛長連絡会議，「北海道

大学図書業務電算化基本計画（案)」承認

専門図書館におけるJAPAN/MARCの

共同利用実験説明会（専門図書館北海道

地区協議会)7名参加

第13回ワーキンググループ委員会

FACOMOSIVAIM入門(富士通3

名参加

第2回情報処理研究発表会，8名参加

｢図書業務機械化ワーキンググループ中

間報告書」公表

第4回開発専門委員会

文献情報センターと機械化開発専門委員

会との懇談会(40名）

電子計算機設置概算要求

９
四
躯
お
岨
調
”
２
８
加
皿
陥
迦
塑
別
即
朋
釦
証

９１●

●
●
●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４
５
６
６
６
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

●

●
●
●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

第3回ネットワーク協議会（於

大）

第8回準備検討委員会

第14回ワーキンググループ委員会

北見工

全学図書（担当）掛長連絡会議，「北海道

大学における図書業務電算化の体制に関

する要項（案)」承認

ワーキンググループ解散，「図書業務電

算化委員会」「システム開発準備部会」

(以下,準備部会)発足

第11回|準備部会

準備部会（雑誌班，第1回）

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

(図書班，第1回）

(雑誌班，第2回）

(図書班，第2回）

(閲覧班，第1回）

(雑誌班，第3回）

(図書班，第3回）

(閲覧班，第2回）

(予算班，第1回）

(図書班，第4回）

(予算班，第2回）

(閲覧班，第3回）

開発専門委員会札樽地区打合せ会議

準備部会（雑誌班，第4回）
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「パネルディスカッション」

～利用者教育について～

司会札幌医科大学尼崎恵子

〃 北海道教育大学寒河江瑛子

記録小樽商科大学柳田実

〃 酪農学園大学今野穂

パネラー 北 海 道 教 育 大 学 松 村 貢

札幌学院大学岡田輝子

旭 川医科大学山口直比古

北見工業大学佐藤清一

以上のとおり，猛暑のなか，各参加者とも終始熱心に傾聴し，活発な質疑応答が交され，

有意義かつ盛会裡に終了した。企画委員各位ならびに関係各位の熱意と協力に対し心から謝意

を表するものである。

_ 一

昭和59年度「大学図書館職員長期研修」を終えて

附属図書館整理課受入掛小笠原敏明

本研修会受講にあたっては，何か一つでも吸収できればと思って参加しました。

まず，型どおりですが本研修会の概略を紹介いたします。

この研修会は今年で16回Flを迎え,7月30日から8月18日までの三週間，図書館'情報大

学を主会場に，筑波大学・東京大学・東京工業大学等で開催され，一週目と三週目は筑波地区，

二週'1は東京地区において講義（理論・演習)，見学，共同研究討議と多彩なプログラムが組ま

れていました。

この研修の目的は「教育・研究活動の急速な進展，またう情報の氾濫の中で利用者の高度

な要求に迅速に応えられる'情報提供体制を整備し，学術情報にかかわる諸’情勢の発展，知識・

技術の開発の現状について最新の知識を習得し，資質の向上を図ること」にあります。

受講者は，国立33名，公立1名，私立4名の計38名（男性21名，女性17名）で，直接，

間接を問わず，何らかの形で電算化に参画している，また，しなくてはならない，現場の担当

者が主でした。

それぞれの講義内容および講師の方々の「講義要綱」は，参考閲覧室の図書館学資料コー

一
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ナーに備え付けられておりますので，一読願い，ここでは印象深く焼きついていることについ

て述べて見たいと思います。

その一つは「共同研究討議」です。これは二回あり，一回目は，事前に提出した「発言要

旨」により，一同に会して進められ，二回目は，受講生を9～10名の4班に分け，各班にチェ

アマン宅記録者をおき，ディスカッションをし，最終日にまとめの報告をするという方式で行
われました。私は，与えられた4つのテーマの中から検討テーマを選び円滑に討議を進め報告

をする大役を仰せつかり，どのように進行していくか苦慮しましたが，結局わが班が選んだテ

ーマは「図書館業務の電算化について一とりわけ，ハウス・キーピングを考える一」でした。

最初,各館の現状を発表してもらい討議に入っていったが，様々な意意が出され，限られた時

間内での結論を要約すると，

1．今や，電算化を避けては通れない状況にある。

2．電算化にあたっては，図書館員自身，研究会，研修会を行い，業務について徹密な分析及

びシステムについての十分な知識を得ることが必要である。

3．電算化を推進するにあたっては，先行館のシステムを基によりよい図書館システムを構築

し，かつ，個々の館の特色を生かせるシステム作りをする。

4．業務の電算化については,外国雑誌の一括購入システム等，各館の事情に応じて進められ

ているが，図書館業務をトータルに捉え，学術‘情報システムが十分その真価を発揮できるよ

うに各館が努力していくべきである｡

5．利用者の為のシステムであることを常に心掛け，また，利用者に対する電算化のアピール

を忘れてはならない。

6．まとめとして，学術情報システムを実りあるものとしていくために，大学図書館間の相互

利用の発展に努めなければならないし，また,我々は協力を'借しま:ない。

ということになったのですが，少し出来過ぎの感があります。何はともあれ，メンバーの協力

によって無事，最終報告が出来たことはこの研修の一つの成果(自分なりの解決で……)と言え

るでありましょう。

生活面から言うと，宿泊施設の'快適さも然る事ながら，レクリエーション施設が開放され，

ソフトボール，テニス，プール等，用具の貸出しに便宜を計っていただいた。特に，ソフトボ

ールでは，過去，受講生に負けたことがないという強豪，図書館‘情報大学チームを負かすこと

ができ，これも日夜(一説には毎夜)のミーティングと練習の賜であり，人的ネットワークの方

が，学術情報システムより一足先にラインがつながり，今後の情報交換に大いに役立つものと

なるでありましょう。オリンピック，高校野球，海だ，山だと浮かれている時に昼夜を問わず

ミーティングを重ね，相互協力の精神をもって何事にも対処し，多くの友を得られたことは，

何物にもかえがたい成果と言えます。

私がタイトルに「参加して」ではなく「終えて」としたのは，例年にない酷暑の中，脱落

することなく無事終了することが出来た為であり，本当に参加出来て良かったと思うからであ

ります。

最後になりましたが,文部省，図書館情報大学，講師の皆様方ならびに見学先の各機関の

皆様方，大変お世話になりました。この誌面をおかりしてお礼申し上げます．また,研修参加

の機会を与えて下さいました職場の皆様方，本当にありがとうございました。

(711）

=､
ー

I

~、
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附属図書館増築工事の竣工と館内移転等の予定について

かねてより施工中の当館増築工事は，お蔭をもちまして9月26日竣工，同29日引き渡し

を受けました。

これもひとえに各位の御協力によるものと深く感謝申し上げる次第でございます。

また，これに伴い今後関係各室の移転および書庫内等図書の移動が必要であり，1カ月余

の準備期間をおいて11月中旬頃からそ作の業に入る予定でありますので，引き続いて御協力

をお願いいたします。

なお，移転等作業開始までは，従前どおり御利用いただきます。

◆統 計

部局別蔵書冊数

(昭和59年3月31日現在）

-－三

の
ー

一

(712）

和書 洋書 合計 備考

附属図書館

教養分館

文学部

教育 学部

法学部

経済 学剖

理学部

医 学部

歯学部

薬学剖

工 学部

農学割

獣医学剖

水産学 剖

教 養剖

言語文化剖

環境科学研究洞

低温科学研究可

応用電気研 究 可

触 媒研究阿

免疫科学研究同

スラブ研究センター

大型計算機センター

事 務児

学生計

医療技術短期大学制

409,648

84,028

78,318

52,921

(52,407

42,261

44,876

78,870

11,229

4,096

158,359

176,838

9,244

65,015

(10,675）
15,855

(4,126）

6,231

5,70（

4,72（

2,862

1,344

(1,937）
1,023

821

1,815

62］

8,942

279,862

18,058

107,463

22,353

(93,464）

34,892

125,937

92,416

10,753

11,549

126,509

98,770

17,740

39,044

(4,252
8,140

(7,916

2,576

12,947

12,941

9,075

6,122

(27,103
11,44〔

847

151

97

1,108

689,51C

102,086

185,781

75,274

(145,871）

77,153

170,818

171,28〔

21,982

15,64

284,86*

275,60*

26,964

104,05〔

(14,927）
23,995

(12,042）

8,807

18,653

17,667

11,937

7,466

(29,040）
12,466

1,668

1,966

71*

10,050

法学部を含む

教養部・言語文化部を含む

附属病院を含む

ノ

､

農場及び演習林を含む

（）内は附属図書館に管理
換分

計 1,265,62§ 1,050,793 2,316,422
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昭和58年度部局別図書・雑誌受入冊数

←、
一

〆、

(713）

区 書

和 書

購入 寄賠
その

他

洋 書

購入|寄贈|誰
計

雑誌

和
一

購入 寄贈

圭
匡

初
他

洋書

購入 寄贈
そ⑦

他

計

附属図書館

教養分館

文学部

教育学剖

法学部

経済学剖

理学部

医学部

歯学部

薬学剖

工学剖

農学部

獣医学剖

水産学剖

教養部

言語文化部

環境科学研究科

低温科学研究所

応用電気研究所

触媒研究所

免疫科学研究所

スラブ研究
センタ一

大型計算機
センター

事務晴

学生笥

医 療 技 柿
短期大学割

4,63*

3,291

4,52（

2,60〔

）1,624

泌
似
Ⅷ
馴
雌
姻
鋤
画
川
川
棚
鰍
“
狐
Ⅱ
“
正
談
正
一
川

１

２
２
１
１
く
１１

L38i

８
９
３

７
３
５

3C

８
６
姐
一
記
刷
賂
８
２

７
４
４
４

一
一

Ｉ

－

1

－－

4

1,972

163

643

512

(684）

906

342

561

297

38

1,541

847

160

583

(10）

(28）

一
Ｍ
別
肌
一
鋼
魂

1

2

4,594

2,797

4,374

821

(2,994）

1,831

1,30（

72:

181

59

1,212

72i

17：

201

(230

(2,488）

321

8（

211

10：

6‘

3,028

31

j

』

25：

597

4

35

－

(172）

116

52

22

、
１

４
９
■
、

一
別
岨
皿
釣

(－）

り
２

ｉ

一
一

二
０

一

8

－

－

－

－

1,256

38

34；

91

(1,390）

88（

81（

66：

■
■
ワ
ニ
屯
ｐ
ｐ
ｊ
ｌ
ｇ
■
も
む
グ
Ｕ
Ｊ
Ｃ
ゲ
０
〃
凸
ご
ｇ
ｊ
ａ

ワ
ー
Ｒ
ｕ
ワ
ー
ハ
Ｕ
貝
』
別
詮

○
“
兵
』
ワ
ー
寸
土
ｎ
ｏ
○
全

２
１

１
１

１

(－

19（

38（

25（

302

261

７
－
－
９

14,442

6,377

9,962

4,08〔

(6,210

賦
触
仙
加
Ｍ
Ｍ
Ｍ
服
仙
棚
Ⅲ
慨
棚
侃
馴
蝋
刷
咽
畑

，
夕

６
４
３
１
７
５
３
１
１
３
１

393

234

279

215

(242）

154

121

235

130

24

342

484

32

337

(42）

(35）

３
８
７
４
４
今

３
３
２
１
１

4

６
８
５
８

２
３
２
７

1

3,023

25

911

496

(481）

了
“
Ｌ
戸
ｊ
Ｏ
〆
し
』

８
５
４

６
３
４

124

妊
飢
靴
唖
別
一
一
段

■
里
■
】
■
『
創
Ｉ
Ⅱ
ｌ
■
「
‐
‐
口
‐
』

29〔

5（

102

135

34

－

41

一
一

5

一

(一）

１
３

一
一
一

９
２94

－

2

一
一
一

２
２

一
一

1

－

－

－

－

47：

19：

501

181

30

『
。
包
巳
４
凸
幻
■
、
。
〃
も
一
ｒ
、
〃
１
〃
■
、
己
げ
せ
ロ
凸

３
０
９
０
０
６
８

２
８
６
２
１
７
１
14（

28：

１
１

102

(80

14（

84

11（

『
１
１
剣
ノ
ュ
〃
■
、
』

５
５
１
－
一
一
説

531

1

3

－

『
‐
■
■（

４
９
６
０

５
２
６
３

3

35

8

47

２
１

394

－

－

35

183

１
２

－
４

一

一

一

一

－

｜
’

一
一
一

－

－

－

－

4,421

45｛

1,7剛

891

1,057

別
当
勺
■
』
訂
■
４
ｒ
“
缶
Ｆ
Ｌ
輯
蝉
歩
も
Ｐ
腸
凸
便
４
６
ｍ
ｕ
】

２
２
５
９
７
５
７
０
１

１
５
４
４
１
０
１
５
０

夕
３
，

３
９

，

１
１
１
２
２
２

144

115

飢
兜
Ｍ
鮎
和
朋
釦
仙
鯛
駒

２
５
２
１
３
１
１

合計 27,13（ 2,654 9,01423,106 93613,98276,823
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昭和58年度附属図書館利用統計

一

玲
一

国連資料,OECD資料,EC資料，図書館学資料のみ（参考図書は貸出しない）

館外貸出冊数（室内利用は含まず）

参考図書室については，教官・職員・学生こゑの人数

北方資料室については，教官・学生こみの人数

巳
■
画
■
■
｜
｜
■
｜
■
■
■
〃
一
巳
■
■
二
二
一
｜
■
■
■
■
〃
Ｌ
二
二
画
’
’
’
’
’
一
｜
■
■
一
一
巳
垂
垂
■
｜
■
｜
■
｜
｜
■
″
一

１
２
３
４

注

一

昭和58年度文献複写・相互利用統計

I.国内：附属図書館参考渦査掛を経由して学外へ依頼した件数（国立．私立とも）

(714）

一

書履Z出納カウンター

館内閲賢 館外貸仕

272旧 272日

開架図書室
館外貸出

261E

語学
演習室

272日

参考
図書室

272E

北ま
資料壷

235日

合計

文学部

教育学部

法学部

経済学部

理学部

医 学 部

歯学部

薬学部

工学部

農 学部

獣医学部

水産学部

教 養部

各研究所

医療技術
短期大学部

教 官

院 生

職員

学外者

348メ

45

412

59

19

ｑ
■
Ｊ
卓
』
４
■
■
■
■
可

19

18

J

j

l

と

Ｉ
ｑ

６
‐
ｑ

ｌ
１

’
’
１

９
６

28（

952人

13E

479

19（

32

『
Ｊ
夕
■
■
Ｊ
ａ
■
■
０
■
ｊ
β
■
０

ｆ
６
２
５

０
７
４

３
１
４

，
，
，４

０
Ｊ
’

27（

38〈

ｋ
かバ

リ
４
五
ワ
竺
辱
Ｉ
ハ
Ｕ
匂
Ｉ
、
ひ
戸
り
Ｆ
Ｄ
ワ
竺
戸
○
４
４
’
上
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上
ワ
ー
Ｑ
Ｊ
１
Ｌ

Ｑ
Ｊ
ｏ
⑥
ハ
Ｕ
Ｒ
ｕ
戸
○
ｎ
Ｕ
戸
り
〆
り
１
入
４
坐
ｎ
Ｕ
ｎ
ｏ
毎
Ｊ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
戸
○
庁
Ｉ

４
４
川
田
ハ
Ｕ
勺
上
ｎ
６
ｎ
ｏ
ワ
ョ
４
役
ワ
］
Ｑ
Ｊ
１
上
勺
１
４
詮
戸
○
戸
○
訓
止

，

，
，
，

，

，

９
１

２
４
１
１
１
４
１
１

人２
３
７
１
３
２

６
１
３
４
２
１

『
Ｊ
〃
■

【
４
〃
■
『
】
■
画

『
一
■
□

ｊ
ｎ
ｑ
１
４
４

１
４
１

２
１
２

1,765人

285

534

409

147

５
１
５

４
３
２

168

152

13

F
~

568

138

Ｆ
ｊ

217

263ノ

ｄ
■
４
■
“
■
｜
■
■
Ｑ
ａ
■
。
’
■
６
■
■
ワ
ー
■
『
■
■

５
４
３
３
１

2

１
１
４
７

１
８

丈
４
６

73：

利 用 者 合 言 1,680 9,48（ 21,168 46f 4,508 1,431 44,090人
。
●

利用冊数 3,762 29,36〔 28,957 50ビ
巻

166
1）

884

2
63,137冊

506巻

申込部局
附属
図書館

法学割 文学部 教育学音 経済学部 理学音 医短 歯学部 薬学部 スラブ

件 数 23 389 24 4（ 17
一
、 1 一

卓
Ｐ
ｔ 12

申込部局 農学部 獣医学割 水産学部 教養部《
環境科学
研究科

低振
研究可

応電
研究所

触媒
研究所

免捜
研究所

合計

部局
’

20 F
＝ 2（ 2山 ； 41 14 1： 1,072
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II.国内：新方式(国立大学等図書館相互における文献複写)で各部局図書掛等が受付・依紋

・を行った件数，

III.国外への依頼件数（参考調査掛)666件（米346,英169,西独92,オーストリア17,カナ

ダ11，オランダ7，ソ連7，その他17）

IV・図書館間相互貸借（参考調査掛）○他館への貸出271件o他館からの借用152件

V・附属図書館-マイクロ電子・複写業務実績（館内分を除く）

~､

4

注）件数は申込延人数と同じ。（複写不能分を含まず）
日
日

VI．問い合わせ件数（参考調査掛）

1．問い合わせ内容別

2．問い合わせ部局別

〆～1

昭和58年度教養分館利用統計 (開館日数278日）

(715）

部后
附属
図書灘

文 粗 理 医 歯 藻 工 農 獣医 水固 低温 合計

受付

依藤

2,07（

551 24（ 206 60：

1,362

897 11吋

’
４
４
１

８
６

724

38（

1,249

178

50（

8（

７
５
６
５
３
３

12：

4：

6,48：

3,72：

件数注）

(件）

複写論戎
点甥

(点）

処 理 枚 数 。 ． マ 数

総数

内 訳

電子複写

(枚）

マイクロ

フイルム

．宝

マイクロ

フィッシュ

(枚）

引伸焼卜

(枚）

リーダ、一

プリンター

(枚

学内老

学外者

401

3,228

83ヨ

4,406

46,354

55,71〔

4,555

54,39C

3,641

3〔

一
一

一
一

38,15｛

1,299

今二一
口ロ 3,62§ 5,237 102,07〔 58,945 3,671 一 39,457

合計 1,669 文献所在調査1,519 書誌調査33 事項調査119

文 教 怯 経 理 医 歯 現 工 農 獣 水 彦 養 胆 応 剛 尻 事 医短 学外 合計

3］ 30 46 3（ 181 100 19 1（ 20（ 175 23 41 2（
Ｅ
Ｌ 2（ 1： 1）

＝』 21
■
■
餌 658 1,669

開架図書室

館外貸出
語学演習室 ビデオ視聴室
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|蕪墓菖喜二雷

一

昭和58年度教養分館分類別館外貸出統計

い
ー

◆ 受贈図書

本学教官著作物受贈図書リスト（59.8.31現在）

本学教官著作物

〔本館〕

○文学部

田中彰「脱亜」の明治維新一岩倉使節団を追う旅から[NHKブックス〕

○法学部

五十嵐清「民法と比較法」〔一粧社〕

○医学：部

石井慶蔵・中園直樹Epidemiologyofrubellaanditsprevention[HokkaidoUniv.,

SchoolofMedicine]

小林博腫湯学〔南山堂〕

○獣医学部

菅野富夫Brain-gutaxis[BiomedicalResearchFoundation]

○言語文化部

中村健之介ドストエフスキー生と死の感覚〔岩波書店〕

（716）

－－〆

望
一
室

開架図書室

館外貸出
語学演習室 ビデオ視聴室

部
部
部
部
部
部
術
部
官
生
員
者

学
学
技
学

学
学
学
養
大
外

医
産
療
期

薬
工
農
獣
水
教
医
頬
教
院
職
学

234冊

2,009

331

22（

13

35,838

50：

5,015

467

72（

2

人只
）
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ｎ
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1

21
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６
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０
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。
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ｑ
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■
■
画
。
■
■
■
■
可2‘

ｒ
馴

0メ

1（

ｒ
、
処
『
■
Ｉ
田
〃
Ｌ
画
、
グ
レ
Ｌ
戸
ｊ
０
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０
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戸
○
、
．
勺
上
Ｑ
〉

４
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ワ
〕

5巻

４
列
『
ｒ
／
』
Ｆ
『
し

４
３
１

２
４
６

1,5（

７
７
５

２
１
１

。

4人

２
４
１

４
２
１

］

1,389
ｒ
ｒ
Ｌ

０
４
４

２
１
１

］

計△
1－1 51,020 29,460 1,117 1,004 1,927 1,685

類Bl. 0 3
■
『
“

〔
ｂ

冊数 744 3,23〔 275 4,849 2,33（ 18,841 1,214

類51 7 文庫・新書 雑誌
三
一
口合

冊数 1,262 6,322 4,713 6,954 278 51,020
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○応用電気研究所
･公

安藤毅（訳） CollectedpapersofV・P・Potapov

I.V・Kovalishina&V.P･Potapov:Integralrepresentationof

Hermitianpositivefunctions

◇人事往来 ◇

○図書館委員会委員

木谷勝（工学部教授）59．6．1

中村耕二（教養部助教授）59．8．1

山下格（医学部附属病院教授）59．9．16(再任）

○配置換・転任等

新関教子経済学部図書掛(歯学部図書掛）59．9．1

藤沢一教理学部用度掛(経済学部図書掛）59．9．1

○ 採 用

浦田雅子整理課庶務掛59．9．1

○退職

片野慈子整理課庶務掛酎59．8．31…

沓掛裕子理学部数学科59．9．5
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昭和42年に第1号を発行したこの「愉蔭」'は，今日まで決して順調な歩攻を示した訳ではなく，途中

多少の曲折があったことはいうまでもない。ここ数年は中央図書館のニュース偏重のきらいがあったことへ

の反省も含め，編集委員に部局からも加わってもらい新たな陣容で63号をお届けすることとなった。今後

は部局図書室のニュースも積極的1ことりあげていきたいと考えているので，各位の御協力をお願いする次第

である。本誌に対する御意見・御希望があればぜひお寄せいただきたい。
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